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Fig.１２．黒・榿色と色紙無しによる採餌量Fig.１１．黒・黄色と色紙無しによる採餌量
4．考察
日本に生息しているカラス類にはハシブトカラス、ハシボソカラス、ミヤマカラスなどが知られている。
今回の研究では、比較的数の多いハシブトカラスとハシボソカラスに着目し、色による給餌の有無について
検討することにした。これらの中でハシブトカラス、ハシボソカラスは森の中の樹木に巣を作ることが知ら
カラスの色覚に関する研究 4５
れているが､一般的には樹木の少ない都会でのハシブトカラスは公園や住宅地､学校などの樹木に巣を作り、
ハシボソカラスは高圧鉄塔などに巣を作ることが知られている。このような観点から、研究対象地域として
最もふさわしいと考えられる大学近辺には、森林および高圧鉄塔などが多数存在しており、研究対象である
カラスの生息場所も近いなどの点を考慮した。また、カラスは都会の中で害鳥として人間から嫌われる存在
でもあるが、都会の生態系を維持している益鳥でもある。例えば、カラスは都会に生息しているネズミやド
バトなどの動物の個体数を調整したり、駆除したりすることで有害な動物の増加を抑制する面では益鳥であ
るが、人間にとってはゴミステーションを荒らしたり、鉄塔に巣を作り停電の原因にもなっている害鳥とも
考えられている。これらのカラスと人間との共生を考える上で、今回検討したカラスの色覚に関する研究は
カラスによる被害の軽減に寄与できると考えている。
今回の研究では、種々の色紙を餌箱の底に敷き詰めて、その上に餌を置いた場合、単色の青色、紫色に対
してカラスはほとんど警戒心を表さず、コントロールの場合と同様に採餌量もほぼ同じであった。一方、燈
色、黄色、緑色、黒色と銀色に関しては、採餌量が上記の単色よりも少ないことより、カラスがこれら色に
対して何らかの警戒心を抱いていることが推察される。また、黒色と燈色の縞模様および黒色と黄色の縞模
様においては、単色の場合と比較して明らかに採餌量が減少する傾向を示した。特に、黒色と黄色の縞模様
においては、上述したように黒色がカラスの死体および黄色がスズメバチの色と酷似していることより採餌
量がコントロールと比較して減少する傾向を示した。
カラスは鳥類の中では脳が大きく、餌の少ない冬場などに対処するために餌を貯食する習性を持っている。
この事象は何世代にも渡って親から子に伝えられ、餌の少ない冬場を乗り切ったカラスが代々受け継がれる
ことによってその学習能力が培われたものと推察される。このようにカラスは他の鳥類と比べて学習能力が
高く、遺伝的に受け継がれた子孫のみが生き残り、そうでない子孫は自然淘汰されたものと示唆される。今
回の研究でもカラスの色覚能力が優れている点が多々見受けられ、ある色に対して危険性がないと判断され
ると、カラスが記憶として学習することによりその色に対して警戒心が薄れるが、危険性があると判断する
とそれが危険でないと判断するまでに時間が掛かることも確認できた。このようにカラスによる学習能力は
時間経過とともに向上することから今後の研究では、環境の変化、すなわち色の変化や模様の変化などを数
日毎に変化させることにより、カラスによる採餌量を減少させることが出来ると思われる。今後の課題とし
ては、目立つ縞模様や危険生物が纏っている色などに似せたものを用意することにより、より効果が期待で
きると思われる。
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Tbexaminetheabilityofcolorvisiｏｎｂｙｔｈｅｃｒｏｗ,theamountoffbedingwasmeasured
usingvariouscoloredpaper・CrowwaslmowngenerallytodistinguishofcolorVision・Wewere
investigatedtotheamountoffbedingusingthevariouscoloredｐａｐｅｒｔｏｔｒｙｗｈａｔｋｉｎｄｏｆｃｏｌｏｒ
ｔｏｒｅａctsensitively・Ａｓｔｈｅｒesults，ｔｈｅａｍｏｕｎｔｓｏｆｆｂｅｄｉｎｇｓｈｏｗｅｄａｔｅｎｄencytodecrease
aboutthedarkcolorandfbrtheamountsoffeedmgincreaseaboutthelightcolorconversely・
Ｔｈｅａｍｏｕｎｔｏｆｆｅｅｄｉｎｇｂｙｃｒｏｗｗａｓｃｏｎfirmedthatthecoloredpaperofthestripedpatternof
yellowororangeincludingblackshowedatendencytodecrease．
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